
(57)【要約】

【課題】内視鏡挿入部の直径を極力細くすることができ

、また細径化しても良好な立体画像を得るようにする。

【解決手段】対物光学系３１Ｒ，３１Ｌ及びＣＣＤ３３

Ｒ，３３Ｌを含む左右一対の撮像手段３４Ｒ，３４Ｌを

備えており、外装体パイプ４１に内接する円柱体に、上

記撮像手段３４Ｒ，３４Ｌを水平方向に並べて保持する

孔部３６Ｈを設けると共に、この円柱体の上下部を切り

落として撮像手段保持部３６を形成し、この撮像手段保

持部３６と上記パイプ４１との間に形成される上下空間

に、ライトガイド４２Ｕ，４２Ｄを装着する。また、こ

のライトガイド４２Ｕ，４２Ｄの前にライトガイド保護

板４３Ｕ，４３Ｄを配置し、このライトガイド保護板４

３Ｕ，４３Ｄと前置レンズ４４を一体化し、これをパイ

プ４１の先端部４１Ｆでカシメ固定する。

【選択図】　図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
細 長 い 挿 入 部 の 先 端 部 に 、 左 右 一 対 の 対 物 光 学 系 及 び 固 体 撮 像 素 子 を 含 む 撮 像 手 段 が 配 置
さ れ る 立 体 電 子 内 視 鏡 装 置 に お い て 、
上 記 先 端 部 の 円 筒 状 外 装 体 に 内 接 す る 円 柱 体 の 略 中 心 部 に 、 左 右 一 対 の 上 記 撮 像 手 段 を 水
平 方 向 に 並 べ て 保 持 す る 孔 部 を 有 し 、 こ の 孔 部 が 確 保 さ れ た 状 態 で 上 記 円 柱 体 の 上 下 部 を
切 り 落 と し た 撮 像 手 段 保 持 部 を 形 成 し 、
こ の 撮 像 手 段 保 持 部 に 左 右 一 組 の 上 記 撮 像 手 段 を 装 着 す る と 共 に 、 こ の 撮 像 手 段 保 持 部 と
上 記 円 筒 状 外 装 体 と の 間 に 形 成 さ れ る 上 又 は 下 の 空 間 の 少 な く と も 一 方 に 、 照 明 光 を 伝 達
す る ラ イ ト ガ イ ド を 装 着 し た こ と を 特 徴 と す る 立 体 電 子 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 対 物 光 学 系 を 配 置 し た 撮 像 手 段 保 持 部 の 前 面 に 、 こ の 撮 像 手 段 保 持 部 の 前 面 形 状 に 合
致 し た 形 状 で 、 立 体 視 す る た め の 撮 像 系 前 置 レ ン ズ を 設 け 、 上 記 ラ イ ト ガ イ ド の 前 面 に 、
こ の ラ イ ト ガ イ ド の 前 面 形 状 に 合 致 し た 半 月 状 の ラ イ ト ガ イ ド 保 護 板 を 設 け た こ と を 特 徴
と す る 上 記 請 求 項 １ 記 載 の 立 体 電 子 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
上 記 撮 像 系 前 置 レ ン ズ の 側 面 と 上 記 ラ イ ト ガ イ ド 保 護 板 の 側 面 を 接 着 固 定 し て 円 板 状 の 前
置 光 学 部 材 を 形 成 し 、 こ の 前 置 光 学 部 材 を 上 記 円 筒 状 外 装 体 に 内 接 さ せ 、 そ の 周 縁 を 円 筒
状 外 装 体 先 端 で 機 械 的 に カ シ メ 固 定 し た こ と を 特 徴 と す る 上 記 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 立 体
電 子 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
上 記 撮 像 系 前 置 レ ン ズ と ラ イ ト ガ イ ド 保 護 板 と の 間 、 又 は ラ イ ト ガ イ ド 保 護 板 を 設 け な い
場 合 は 上 記 撮 像 系 前 置 レ ン ズ と ラ イ ト ガ イ ド と の 間 に 、 照 明 用 光 路 と 撮 像 用 光 路 を 分 離 す
る た め の 黒 色 部 材 に よ る 遮 光 処 理 を 施 し た こ と を 特 徴 と す る 上 記 請 求 項 １ 乃 至 ３ 記 載 の 立
体 電 子 内 視 鏡 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 被 検 物 を 立 体 視 観 察 す る た め の 立 体 電 子 内 視 鏡 装 置 、 特 に 腹 腔 鏡 等 と し て 用 い
ら れ る 立 体 電 子 内 視 鏡 の 挿 入 部 を 細 く 構 成 す る の に 適 し た 構 造 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
近 年 、 腹 腔 鏡 と 呼 ば れ る 内 視 鏡 を 使 っ て 体 内 の 手 術 を 行 う 腹 腔 鏡 下 の 手 術 が 広 く 行 わ れ て
い る 。 こ の 腹 腔 鏡 の 手 術 は 腹 部 に 開 け た 小 さ い 孔 か ら 腹 腔 鏡 や 、 鉗 子 等 の 手 術 用 器 具 を 挿
入 し て 行 う も の で あ る が 、 こ の 場 合 の 観 察 や 手 術 に お い て は 、 ２ 次 元 の 平 面 的 な 画 像 よ り
も 被 検 物 が 立 体 視 で き る 画 像 の 方 が 有 効 と な る の で 、 被 検 物 を 立 体 視 し よ う と す る 試 み が
腹 腔 鏡 で も 行 わ れ て お り 、 こ れ ま で も 色 々 な 装 置 が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
従 来 の 立 体 電 子 内 視 鏡 装 置 で は 、 内 視 鏡 挿 入 部 の 先 端 部 に 設 け た 対 物 レ ン ズ の 像 を 、 リ レ
ー レ ン ズ を 介 し て 当 該 挿 入 部 の 外 に 設 け ら れ た テ レ ビ カ メ ラ 部 に 伝 達 す る 方 式 が 主 で あ っ
た た め 、 良 好 な 立 体 的 画 質 を 得 る こ と が で き な か っ た 。 し か し 、 最 近 に な っ て Ｃ Ｃ Ｄ （ Ｃ
ｈ ａ ｒ ｇ ｅ 　 Ｃ ｏ ｕ ｐ ｌ ｅ ｄ 　 Ｄ ｅ ｖ ｉ ｃ ｅ ） の よ う な 固 体 撮 像 素 子 の 小 型 化 が 進 み 、 内
視 鏡 挿 入 部 の 先 端 部 に 光 学 系 レ ン ズ 及 び Ｃ Ｃ Ｄ か ら な る 撮 像 手 段 を 左 右 一 組 配 置 し た 立 体
電 子 内 視 鏡 も 実 現 化 さ れ て お り 、 良 好 な 立 体 的 画 像 が 得 ら れ る 可 能 性 が 高 く な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
図 ８ に は 、 従 来 の 腹 腔 鏡 等 と し て 使 用 さ れ る 立 体 電 子 内 視 鏡 装 置 の 主 な 構 成 が 示 さ れ て お
り 、 図 示 さ れ る よ う に 、 立 体 電 子 内 視 鏡 装 置 は ス コ ー プ 部 １ 、 光 源 部 ２ 、 信 号 処 理 部 ３ 及
び 立 体 画 像 表 示 部 ４ よ り 構 成 さ れ る 。 上 記 ス コ ー プ 部 １ の 挿 入 部 １ Ａ は 、 外 装 体 と し て 硬
い 円 筒 体 （ パ イ プ ） １ ０ を 用 い て お り 、 こ の 挿 入 部 １ Ａ を 支 え る 操 作 部 １ Ｂ に は 、 内 部 に
配 置 さ れ る 照 明 用 ラ イ ト ガ イ ド ６ を 光 源 部 ２ へ 接 続 す る た め の 照 明 用 コ ネ ク タ ７ 、 固 体 撮
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像 素 子 等 か ら の 画 像 信 号 を 伝 送 す る 信 号 線 ８ を 信 号 処 理 部 ３ に 接 続 す る た め の 信 号 用 コ ネ
ク タ ９ 等 が 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ の 挿 入 部 １ Ａ の 先 端 部 １ １ に は 、 人 間 の 左 右 の 目 に 対 応 す る 左 右 の 一 対 （ 一 組 ） の 対 物
光 学 系 （ 対 物 レ ン ズ 等 ） １ ３ Ｒ ， １ ３ Ｌ と 、 同 様 に 左 右 の 一 対 の 固 体 撮 像 素 子 で あ る Ｃ Ｃ
Ｄ １ ４ Ｒ ， １ ４ Ｌ を 含 む 撮 像 手 段 １ ５ Ｒ ， １ ５ Ｌ が 設 け ら れ 、 こ の 撮 像 手 段 １ ５ Ｒ ， １ ５
Ｌ か ら の 画 像 信 号 は 、 上 記 信 号 処 理 部 ３ で 所 定 の 信 号 処 理 が 行 わ れ た 後 、 眼 鏡 等 を 含 め た
立 体 画 像 表 示 部 ４ で 立 体 画 像 と し て 表 示 さ れ る 。 ま た 、 ス コ ー プ １ に は 、 上 記 照 明 用 コ ネ
ク タ ７ か ら 挿 入 部 １ Ａ の 先 端 部 １ １ ま で ラ イ ト ガ イ ド ６ が 配 設 さ れ て お り 、 こ の ラ イ ト ガ
イ ド ６ に よ っ て 導 か れ た 光 源 部 ２ の 光 が 照 明 光 と し て 先 端 部 １ １ か ら 照 射 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
図 ９ に は 、 上 記 図 ８ の 立 体 電 子 内 視 鏡 の 挿 入 部 先 端 （ 先 端 面 ） に お い て 考 え ら れ る 構 造 の
一 例 が 示 さ れ て お り 、 図 示 さ れ る よ う に 、 先 端 部 １ １ は 、 異 な る 直 径 （ 外 径 ） Ｄ １ ， Ｄ ２

二 重 の パ イ プ ２ １ ， ２ ２ を 有 し 、 こ の 内 側 の パ イ プ ２ １ 内 に 、 上 述 し た 対 物 光 学 系 １ ３ Ｒ
， １ ３ Ｌ を 含 む 左 右 一 組 の 撮 像 手 段 １ ５ Ｒ 、 １ ５ Ｌ が 配 置 さ れ る 。 そ し て 、 こ の 内 側 パ イ
プ ２ １ と 外 側 パ イ プ ２ ２ と の 間 の リ ン グ 状 空 間 に 照 明 用 の ラ イ ト ガ イ ド ６ が 組 み 込 ま れ 、
こ の 場 合 は リ ン グ 状 に 配 置 さ れ た ラ イ ト ガ イ ド ６ か ら 照 明 光 が 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 図 ９ の よ う な ラ イ ト ガ イ ド ６ の 照 明 用 の 構 造 は 、 被 検 体 に 対 し 均 一 な 照 明
を 行 う に は 適 し た も の で あ る が 、 図 ９ か ら 分 か る よ う に 、 撮 像 手 段 １ ５ Ｒ ， １ ５ Ｌ を 組 み
込 ん だ 内 側 パ イ プ ２ １ の 外 側 に ラ イ ト ガ イ ド ６ が 配 置 さ れ る た め 先 端 部 １ １ の 外 径 Ｄ ２ が
大 き く な る と い う 問 題 が あ る 。 特 に 、 腹 腔 鏡 の 場 合 、 体 内 に 挿 入 す る と き に 腹 部 に 開 け る
孔 は 極 力 小 さ い こ と が 望 ま し く 、 立 体 視 す る 内 視 鏡 で あ っ て も こ の 要 求 事 項 は 変 わ ら な い
。 な お 、 立 体 電 子 内 視 鏡 に 関 す る も の で は な い が 、 ラ イ ト ガ イ ド の 配 置 の 従 来 例 と し て 、
特 開 昭 ６ ３ ‐ ２ ８ １ １ ２ ０ 号 、 特 開 平 ２ － １ ０ ４ ３ １ ５ 号 に 示 さ れ る も の が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 は 上 記 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 内 視 鏡 挿 入 部 の 直 径 を 極
力 細 く す る こ と が で き 、 ま た 細 径 化 し て も 良 好 な 立 体 画 像 を 得 る こ と が 可 能 と な る 立 体 電
子 内 視 鏡 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ に 係 る 発 明 は 、 細 長 い 挿 入 部 の 先 端 部 に 、 左 右 一 対
の 対 物 光 学 系 及 び 固 体 撮 像 素 子 を 含 む 撮 像 手 段 が 配 置 さ れ る 立 体 電 子 内 視 鏡 装 置 に お い て
、 上 記 先 端 部 の 円 筒 状 外 装 体 に 内 接 す る 円 柱 体 の 略 中 心 部 に 、 左 右 一 対 の 上 記 撮 像 手 段 を
水 平 方 向 に 並 べ て 保 持 す る 孔 部 を 有 し 、 こ の 孔 部 が 確 保 さ れ た 状 態 で 上 記 円 柱 体 の 上 下 部
を 切 り 落 と し た 撮 像 手 段 保 持 部 を 形 成 し 、 こ の 撮 像 手 段 保 持 部 に 左 右 一 組 の 上 記 撮 像 手 段
を 装 着 す る と 共 に 、 こ の 撮 像 手 段 保 持 部 と 上 記 円 筒 状 外 装 体 と の 間 に 形 成 さ れ る 上 又 は 下
の 空 間 の 少 な く と も 一 方 に 、 照 明 光 を 伝 達 す る ラ イ ト ガ イ ド を 装 着 し た こ と を 特 徴 と す る
。
請 求 項 ２ に 係 る 発 明 は 、 上 記 対 物 光 学 系 を 配 置 し た 撮 像 手 段 保 持 部 の 前 面 に 、 こ の 撮 像 手
段 保 持 部 の 前 面 形 状 に 略 合 致 し た 形 状 と さ れ 、 立 体 視 す る た め の （ 輻 輳 角 を 決 め る た め の
） 撮 像 系 前 置 レ ン ズ を 設 け 、 上 記 ラ イ ト ガ イ ド の 前 面 に 、 こ の ラ イ ト ガ イ ド の 前 面 形 状 に
合 致 し た 半 月 状 の ラ イ ト ガ イ ド 保 護 板 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
請 求 項 ３ に 係 る 発 明 は 、 上 記 撮 像 系 前 置 レ ン ズ の 側 面 と 上 記 ラ イ ト ガ イ ド 保 護 板 の 側 面 を
接 着 固 定 し て 円 板 状 の （ 円 筒 状 外 装 体 に 内 接 す る 円 形 外 周 の ） 前 置 光 学 部 材 を 形 成 し 、 こ
の 前 置 光 学 部 材 を 上 記 円 筒 状 外 装 体 に 内 接 さ せ 、 そ の 周 縁 を 円 筒 状 外 装 体 先 端 で 機 械 的 に
カ シ メ 固 定 し た こ と を 特 徴 と す る 。
請 求 項 ４ に 係 る 発 明 は 、 上 記 撮 像 系 前 置 レ ン ズ と ラ イ ト ガ イ ド 保 護 板 と の 間 、 又 は ラ イ ト
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ガ イ ド 保 護 板 を 設 け な い 場 合 は 上 記 撮 像 系 前 置 レ ン ズ と ラ イ ト ガ イ ド と の 間 に 、 照 明 用 光
路 と 撮 像 用 光 路 を 分 離 す る た め の 黒 色 部 材 に よ る 遮 光 処 理 を 施 し た こ と を 特 徴 と す る 。 即
ち 、 撮 像 系 前 置 レ ン ズ に ラ イ ト ガ イ ド か ら の 照 明 光 が 回 り 込 ま な い よ う に 、 ラ イ ト ガ イ ド
保 護 板 に 接 す る 撮 像 系 前 置 レ ン ズ の 側 面 を 遮 光 す る こ と で 、 撮 像 系 の フ レ ア ー 発 生 を 防 止
す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 撮 像 手 段 保 持 部 が 横 置 き に し た 円 柱 体 の 上 下 部 分 を 切 り 落 と し た 形
と な り 、 円 筒 状 外 装 体 内 で は こ の 撮 像 手 段 保 持 部 と の 間 に 、 縦 断 面 が 半 月 状 （ 円 を 半 分 以
上 カ ッ ト し た 形 ） と な る 蒲 鉾 状 空 間 が 形 成 さ れ 、 こ の 蒲 鉾 状 空 間 に 、 ラ イ ト ガ イ ド が 配 設
さ れ る の で 、 先 端 部 の 空 間 を 有 効 に 利 用 す る こ と が で き 、 そ の 結 果 と し て 挿 入 部 の 直 径 を
極 め て 小 さ す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 請 求 項 ３ の 発 明 に よ れ ば 、 撮 像 系 前 置 レ ン ズ と ラ イ ト ガ イ ド 保 護 板 を 接 着 固 定 し た
円 板 状 前 置 光 学 部 材 の 前 側 周 縁 を 少 し 面 取 り し 、 こ の 面 取 り 前 側 周 縁 に 対 し 円 筒 状 外 装 体
の 先 端 を カ シ メ 固 定 し た の で 、 撮 像 系 前 置 レ ン ズ と ラ イ ト ガ イ ド 保 護 板 が し っ か り と 固 定
さ れ る 。 ま た 、 前 置 光 学 部 材 の 側 面 と 円 筒 状 外 装 体 を 固 定 す る 接 着 剤 が 表 面 に 現 れ 、 洗 浄
、 消 毒 等 の 薬 液 等 で 劣 化 す る こ と が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
更 に 、 請 求 項 ４ の 発 明 に よ れ ば 、 撮 像 系 前 置 レ ン ズ と ラ イ ト ガ イ ド 保 護 板 と の 間 を 黒 色 系
接 着 剤 で 接 着 し た り 、 こ れ ら の 間 に 黒 色 薄 板 を 取 り 付 け た り 、 黒 色 塗 料 を 塗 っ た り す る こ
と に よ っ て 、 照 明 用 光 路 と 撮 像 用 光 路 が 明 確 に 分 離 さ れ る の で 、 細 径 化 に よ っ て 照 明 用 光
路 と 撮 像 用 光 路 が 近 接 す る 場 合 で も 、 照 明 光 の 撮 像 用 光 路 へ の 回 り 込 み 等 が 防 止 さ れ 、 良
好 な 立 体 画 像 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 １ 乃 至 図 ３ に は 、 第 １ 実 施 例 に 係 る 立 体 電 子 内 視 鏡 装 置 に 適 し た 挿 入 先 端 部 の 構 成 が 示
さ れ て い る 。 こ の 立 体 電 子 内 視 鏡 装 置 は 、 主 に 腹 腔 鏡 等 と し て 用 い ら れ る も の で あ り 、 そ
の 挿 入 部 の 先 端 部 に は 、 固 体 撮 像 素 子 と し て の 例 え ば Ｃ Ｃ Ｄ と こ の Ｃ Ｃ Ｄ の 結 像 面 上 に 被
検 物 の 像 を 結 像 さ せ る 対 物 光 学 系 が 一 対 （ 一 組 ） ず つ 水 平 方 向 に 並 ぶ よ う に 配 置 さ れ る と
同 時 に 、 照 明 用 の ラ イ ト ガ イ ド が 組 み 込 ま れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 １ に は 、 第 １ 実 施 例 の 先 端 部 の 斜 視 図 が 示 さ れ て お り 、 図 示 さ れ る よ う に 、 先 端 部 ３ ０
に は 、 対 物 光 学 系 （ レ ン ズ 鏡 胴 ） ３ １ Ｒ （ 右 ） ， ３ １ Ｌ （ 左 ） 、 レ ン ズ 取 付 け 台 ３ ２ Ｒ ，
３ ２ Ｌ 、 Ｃ Ｃ Ｄ ３ ３ Ｒ ， ３ ３ Ｌ が 配 置 さ れ る 。 即 ち 、 上 記 対 物 光 学 系 ３ １ Ｒ ， ３ １ Ｌ は 、
予 め レ ン ズ 取 付 け 台 ３ ２ Ｒ ， ３ ２ Ｌ を 介 し て Ｃ Ｃ Ｄ ３ ３ Ｒ ， ３ ３ Ｌ と 一 体 に な る よ う に 組
み 立 て ら れ 、 こ れ に よ っ て 一 対 の 撮 像 手 段 ３ ４ Ｒ ， ３ ４ Ｌ を 構 成 し て お り 、 上 記 対 物 光 学
系 ３ １ Ｒ ， ３ １ Ｌ は 、 被 検 物 の 像 を Ｃ Ｃ Ｄ ３ ３ Ｒ ， ３ ３ Ｌ の 結 像 面 上 に 結 像 さ せ る 。 な お
、 上 記 Ｒ （ 右 ） ， Ｌ （ 左 ） の 記 号 は そ れ ぞ れ 肉 眼 の 右 、 左 に 相 当 す る よ う に 表 し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
立 体 電 子 内 視 鏡 装 置 で は 、 図 示 の よ う に 上 記 の 一 対 の 撮 像 手 段 ３ ４ Ｒ ， ３ ４ Ｌ が 内 視 鏡 （
挿 入 部 ） の 先 端 部 に 水 平 方 向 に 並 べ ら れ て 取 り 付 け ら れ る が 、 左 右 の Ｃ Ｃ Ｄ ３ ３ Ｒ ， ３ ３
Ｌ の 水 平 走 査 方 向 が 一 致 し な い 状 態 で 傾 い て 取 り 付 け ら れ る と 、 最 終 的 に 観 察 さ れ る 立 体
像 は 感 覚 的 に 不 快 感 を 与 え る も の と な る 。 従 っ て 、 撮 像 手 段 ３ ４ Ｒ ， ３ ４ Ｌ を 取 り 付 け る
撮 像 手 段 保 持 部 ３ ５ で は 、 左 右 一 対 の 撮 像 手 段 ３ ４ Ｒ ， ３ ４ Ｌ を 組 込 む 際 に Ｃ Ｃ Ｄ ３ ３ Ｒ
， ３ ３ Ｌ の 水 平 走 査 方 向 が 一 致 す る よ う に 調 整 し て 固 定 す る 手 段 が 必 要 と な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 、 ２ 次 元 画 像 を 観 察 す る 腹 腔 鏡 の よ う に 撮 像 手 段 が １ 系 統 の 場 合 は 、 内 視 鏡 挿 入 部 の
中 心 に 撮 像 手 段 を 配 置 す る の で 、 図 ８ で 示 し た よ う に 、 撮 像 手 段 の 周 縁 に リ ン グ 状 に 照 明
用 の ラ イ ト ガ イ ド を 配 置 す る の が 照 明 斑 も な く 好 ま し い 。 し か し 、 立 体 電 子 内 視 鏡 の 場 合
に は 、 一 対 の 撮 像 手 段 ３ ４ Ｒ ， ３ ４ Ｌ を 水 平 方 向 に 一 直 線 上 に 並 べ て 配 置 す る こ と が 必 要
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に な る の で 、 ２ 次 元 画 像 観 察 の 場 合 と 同 じ よ う に 撮 像 手 段 ３ ４ Ｒ ， ３ ４ Ｌ の 周 囲 に リ ン グ
状 に 照 明 用 の ラ イ ト ガ イ ド を 配 置 す る と 先 端 部 ３ ０ の 外 径 が 太 く な り 、 極 力 、 細 径 化 を 図
る と い う 目 的 に は 反 し て く る 。 そ こ で 、 実 施 例 で は 、 次 の よ う な 構 成 を 採 用 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 ま ず 先 端 部 （ 挿 入 部 ） の 外 装 体 で あ る パ イ プ （ 円 筒 体 ） ３ ５ に 内
接 し て 嵌 合 す る 撮 像 手 段 保 持 部 ３ ６ が 設 け ら れ る 。 即 ち 、 こ の 撮 像 手 段 保 持 部 ３ ６ は 、 横
置 き し た 円 柱 体 の 略 中 心 部 に 、 左 右 一 対 の 対 物 光 学 系 ３ １ Ｒ ， ３ １ Ｌ を 水 平 方 向 に 直 線 上
に 並 べ て 保 持 す る ２ 個 の 孔 部 ３ ６ Ｈ が 形 成 さ れ る と 共 に 、 こ の 孔 部 ３ ６ Ｈ が 確 保 さ れ た 状
態 で そ の 円 柱 体 の 上 下 部 を 切 り 落 と し て 形 成 さ れ る 。 別 の 言 い 方 を す れ ば 、 左 右 一 対 の 対
物 光 学 系 ３ １ Ｒ ， ３ １ Ｌ の 光 軸 を 結 ぶ 水 平 線 に 対 し 垂 直 な 方 向 で 上 記 孔 部 ３ ６ Ｈ の 内 径 よ
り 大 き い 幅 を 残 し て 、 円 柱 体 の 上 下 部 が 切 り 落 と さ れ る 。 そ し て 、 こ の 撮 像 手 段 保 持 部 ３
６ の ２ 個 の 孔 部 ３ ６ Ｈ に 左 右 一 対 の 対 物 光 学 系 （ レ ン ズ 鏡 胴 ） ３ １ Ｒ ， ３ １ Ｌ を 配 置 固 定
し 、 撮 像 手 段 保 持 部 ３ ６ を パ イ プ ３ ５ 内 に 嵌 合 配 置 す る こ と に よ っ て 、 Ｃ Ｃ Ｄ ３ ３ Ｒ ， ３
３ Ｌ を 含 め た 撮 像 手 段 ３ ４ Ｒ ， ３ ４ Ｌ が 先 端 部 ３ ０ 内 の 所 定 の 位 置 に 固 定 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ま た 、 上 記 の よ う に 、 外 装 体 で あ る パ イ プ ３ ５ 内 に 撮 像 手 段 保 持 部 ３ ６ を 配 置 し た と き に
は 、 こ の パ イ プ ３ ５ 内 の 撮 像 手 段 保 持 部 ３ ６ の 上 下 に 、 断 面 が 半 月 状 と な る 蒲 鉾 状 の 空 間
が 形 成 さ れ る 。 実 施 例 で は 、 こ の 蒲 鉾 状 の 上 下 空 間 に 、 照 明 用 の 上 下 ２ 系 統 の ラ イ ト ガ イ
ド ３ ７ Ｕ ， ３ ７ Ｄ を 挿 入 配 置 し て お り 、 こ の 先 端 部 ３ ０ を 正 面 か ら 見 る と 第 ２ 図 の よ う に
な る 。 更 に 、 図 １ で は 上 記 パ イ プ ３ ５ 及 び ラ イ ト ガ イ ド ３ ７ Ｕ は 図 面 が 煩 雑 に な る の を 避
け る た め に 部 分 的 に 切 り 取 っ た 状 態 で 表 示 し て あ る が 、 パ イ プ ３ ５ の 先 端 面 ３ ５ Ｆ は ラ イ
ト ガ イ ド ３ ７ Ｕ ， ３ ７ Ｄ の 先 端 面 と ほ ぼ 同 一 に な る よ う に 構 成 さ れ る 。 な お 、 上 記 の ラ イ
ト ガ イ ド ３ ７ Ｕ ， ３ ７ Ｄ は 多 数 の 光 フ ァ イ バ ー を エ ポ キ シ 系 樹 脂 接 着 剤 等 で 固 着 ・ 形 成 さ
れ た も の で あ る 。 こ の ラ イ ト ガ イ ド ３ ７ Ｕ ， ３ ７ Ｄ は 、 上 又 は 下 の い ず れ か 一 方 の み を 配
置 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
基 本 的 に は 、 左 右 一 対 の 撮 像 手 段 を 持 っ た 立 体 映 像 装 置 は 、 所 要 の 輻 輳 角 が 得 ら れ る よ う
に 左 右 一 対 の 撮 像 手 段 の 光 軸 を 傾 斜 さ せ る こ と で 得 ら れ る が 、 構 造 面 、 又 は ス ペ ー ス の 面
か ら 見 た 時 、 必 ず し も 有 効 で あ る と は い い 切 れ な い 。
第 １ 実 施 例 で は 、 先 端 か ら 被 検 物 ま で の 距 離 に 応 じ た 必 要 な 輻 輳 角 を 確 保 し て 立 体 視 す る
た め に 、 凸 レ ン ズ 系 （ 平 凸 レ ン ズ の 形 状 が 装 着 し 易 い ） で 構 成 さ れ る 前 置 レ ン ズ ３ ８ を 撮
像 手 段 保 持 部 ３ ６ の 前 面 に 貼 り 付 け 固 定 す る 構 造 を 採 っ て い る 。 即 ち 、 こ の 前 置 レ ン ズ ３
８ は 、 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 撮 像 手 段 保 持 部 ３ ６ の 前 面 形 状 に ほ ぼ 合 致 し た 形 状 と さ れ
、 上 下 の ラ イ ト ガ イ ド ３ ７ Ｕ ， ３ ７ Ｄ の 間 に 嵌 合 さ せ る 形 で 、 接 着 剤 等 を 用 い て 取 り 付 け
ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ま た 、 ラ イ ト ガ イ ド ３ ７ Ｕ ， ３ ７ Ｄ か ら の 照 明 光 が 前 置 レ ン ズ ３ ８ を 介 し て 対 物 光 学 系 ３
１ Ｒ ， ３ １ Ｌ へ 回 り 込 む こ と 、 フ レ ア ー の 発 生 の 原 因 に な る の で 、 図 ３ の 断 面 図 に 示 さ れ
る よ う に 前 置 レ ン ズ ３ ８ の 上 側 側 面 １ ０ ０ Ｕ 及 び 下 側 側 面 に １ ０ ０ Ｄ に 、 例 え ば 黒 色 材 料
を 混 ぜ た 黒 色 系 接 着 剤 等 を 塗 布 し た り 、 遮 光 性 の あ る 薄 板 を 取 り 付 け る こ と も 画 質 向 上 に
効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
以 上 の 第 １ 実 施 例 の 構 造 に よ れ ば 、 対 物 光 学 系 ３ １ Ｒ ， ３ １ Ｌ と Ｃ Ｃ Ｄ ３ ３ Ｒ ， ３ ３ Ｌ が
配 置 さ れ た 左 右 一 対 の 撮 像 手 段 ３ ４ Ｒ ， ３ ４ Ｌ を 、 先 端 部 ３ ０ に 組 み 込 ん で も 、 先 端 部 ３
０ の 外 径 を 細 く 保 つ こ と が で き 、 非 常 に 有 効 で あ る 。 即 ち 、 図 ２ と 従 来 の 図 ９ を 比 較 す る
と 、 従 来 の 外 側 パ イ プ （ ２ ２ ） の 外 径 Ｄ ２ に 対 し 、 実 施 例 の パ イ プ ３ ５ の 外 径 は 従 来 の 内
側 パ イ プ （ ２ １ ） と 同 等 の 外 径 Ｄ １ と な る の で 、 （ Ｄ ２ － Ｄ １ ） だ け 細 径 化 が 可 能 と な る
。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 ４ 乃 至 図 ７ に は 、 第 ２ 実 施 例 の 構 成 が 示 さ れ て お り 、 こ の 第 ２ 実 施 例 は 、 ラ イ ト ガ イ ド
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の 前 面 に 保 護 板 を 設 け た も の で あ る 。 即 ち 、 第 １ 実 施 例 の 場 合 、 ラ イ ト ガ イ ド （ ３ ７ Ｕ ，
３ ７ Ｄ ） を 構 成 す る 多 数 の 光 フ ァ イ バ ー の 束 は エ ポ キ シ 系 樹 脂 の 接 着 剤 で 固 着 す る 場 合 が
多 い が 、 こ の ラ イ ト ガ イ ド の 断 面 積 の 中 で 接 着 剤 の 占 め る 面 積 が 多 く 、 常 時 洗 浄 、 消 毒 が
必 要 と な る 腹 腔 鏡 等 の 立 体 電 子 内 視 鏡 で は 、 上 記 接 着 剤 が 洗 浄 、 消 毒 の 薬 液 に よ っ て 劣 化
し 、 ラ イ ト ガ イ ド の 先 端 部 が 部 分 的 に 破 損 し た り 、 気 密 性 が 劣 化 し た り す る 等 の 信 頼 性 が
問 題 と な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
そ こ で 、 第 ２ 実 施 例 は 、 上 記 先 端 面 部 分 の ラ イ ト ガ イ ド （ 光 フ ァ イ バ ー 束 ） の 耐 久 性 を 向
上 さ せ 、 そ の 固 着 状 態 を 維 持 し て 上 記 信 頼 性 を 向 上 さ せ る た め の 構 造 を 提 供 す る 。 こ の 第
２ 実 施 例 の 先 端 部 ４ ０ で も 、 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 撮 像 手 段 保 持 部 ３ ６ の 穴 部 ３ ６ Ｈ に
、 対 物 光 学 系 ３ １ Ｒ ， ３ １ Ｌ を 配 置 固 定 し 、 撮 像 手 段 保 持 部 ３ ６ を パ イ プ ４ １ 内 に 嵌 合 配
置 す る こ と に よ り 、 レ ン ズ 取 付 け 台 ３ ２ Ｒ ， ３ ２ Ｌ 及 び Ｃ Ｃ Ｄ ３ ３ Ｒ ， ３ ３ Ｌ を 含 む 一 対
の 撮 像 手 段 ３ ４ Ｒ ， ３ ４ Ｌ が 先 端 部 ４ ０ に 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
そ し て 、 上 記 パ イ プ ４ １ と 撮 像 手 段 保 持 部 ３ ６ と の 間 に 形 成 さ れ た 蒲 鉾 状 の 空 間 に 、 ラ イ
ト ガ イ ド ４ ２ Ｕ ， ４ ２ Ｄ が 配 置 さ れ る が 、 第 ２ 実 施 例 で は 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 こ の ラ
イ ト ガ イ ド ４ ２ Ｕ ， ４ ２ Ｄ を パ イ プ ４ １ の 先 端 面 ４ １ Ｆ の 位 置 か ら 後 側 へ 退 避 さ せ た 状 態
で 取 り 付 け る 。 そ し て 、 こ れ に よ っ て で き た 空 間 を 利 用 し 、 ラ イ ト ガ イ ド ４ ２ Ｕ ， ４ ２ Ｄ
の 前 面 に 、 半 月 状 の ラ イ ト ガ イ ド 保 護 板 ４ ３ Ｕ ， ４ ３ Ｄ を 装 着 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
こ の ラ イ ト ガ イ ド 保 護 板 ４ ３ Ｕ ， ４ ３ Ｄ は 、 ラ イ ト ガ イ ド ４ ２ Ｕ ， ４ ２ Ｄ の 断 面 形 状 に 合
わ せ 、 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 透 明 円 板 の 一 部 を カ ッ ト し た 半 月 状 板 と さ れ る 。 一 方 、 撮 像
手 段 保 持 部 ３ ６ の 前 側 に も 、 第 １ 実 施 例 の 場 合 と 同 様 に 、 平 凸 レ ン ズ の 両 側 面 側 を 切 り 取
っ た 形 状 の 前 置 レ ン ズ ４ ４ が 配 置 さ れ て お り 、 第 ２ 実 施 例 で は 、 こ の 前 置 レ ン ズ ４ ４ に 上
記 ラ イ ト ガ イ ド 保 護 板 ４ ３ Ｕ ， ４ ３ Ｄ を 黒 色 系 接 着 剤 で 接 着 し 、 １ 枚 の 前 置 レ ン ズ 群 （ 円
板 状 前 置 光 学 部 材 ） ４ ５ を 形 成 す る 。 即 ち 、 ラ イ ト ガ イ ド ４ ２ Ｕ ， ４ ２ Ｄ か ら 出 射 さ れ る
光 が 直 接 、 撮 像 用 光 路 に 入 射 す る こ と を 避 け る た め 、 図 ６ の 断 面 図 に 示 さ れ る よ う に 、 前
置 レ ン ズ ４ ４ と 上 側 ラ イ ト ガ イ ド 保 護 板 ４ ３ Ｕ と の 間 １ ０ １ Ｕ 及 び 前 置 レ ン ズ ４ ４ と 下 側
ラ イ ト ガ イ ド 保 護 板 ４ ３ Ｄ と の 間 １ ０ １ Ｄ が 黒 色 系 接 着 剤 で 接 着 さ れ 、 こ の 遮 光 処 理 を 施
し な が ら 一 体 化 し た 前 置 レ ン ズ 群 ４ ５ が 形 成 さ れ る 。 な お 、 上 記 の 遮 光 処 理 は 黒 色 薄 板 や
黒 色 塗 料 で 行 っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ま た 、 図 ６ に 示 さ れ る よ う に 、 上 記 の 一 体 化 し た 前 置 レ ン ズ 群 ４ ５ は 上 記 パ イ プ ４ １ の 内
側 へ 接 着 剤 で 固 定 さ れ る と 同 時 に 、 パ イ プ 先 端 の カ シ メ 部 ４ １ Ｇ に よ っ て カ シ メ 固 定 さ れ
る 。 即 ち 、 円 板 状 光 学 部 材 ４ ５ の 前 側 周 縁 部 を わ ず か に 面 取 り し 、 こ の 面 取 り 部 に パ イ プ
先 端 部 を 機 械 的 に か し め 、 こ れ に よ っ て 、 カ シ メ 部 ４ １ Ｇ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
こ の よ う な 第 ２ 実 施 例 の 構 成 に よ れ ば 、 第 １ 実 施 例 と 同 様 に 、 ラ イ ト ガ イ ド ４ ２ Ｕ ， ４ ２
Ｄ が 効 率 よ く 配 置 さ れ る の で 、 従 来 と 比 較 し て （ Ｄ ２ － Ｄ １ ） だ け 細 径 化 が 可 能 と な る と
共 に 、 ラ イ ト ガ イ ド ４ ２ Ｕ ， ４ ２ Ｄ を 構 成 す る 光 フ ァ イ バ ー 束 の 先 端 部 の 樹 脂 が 直 接 薬 液
に 触 れ る の を 防 止 で き 、 ラ イ ト ガ イ ド ４ ２ Ｕ ， ４ ２ Ｄ の 耐 久 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る
と い う 利 点 が あ る 。 ま た 、 遮 光 処 理 に よ っ て 照 明 用 光 路 と 撮 像 用 光 路 が 明 確 に 分 離 さ れ 、
細 径 化 に よ っ て 各 光 路 が 近 接 す る 場 合 で も 良 好 な 画 像 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
更 に 、 一 体 に 接 着 し た 前 置 レ ン ズ 群 ４ ５ を パ イ プ ４ １ の 先 端 側 （ ４ １ Ｇ ） で か し め る よ う
に す る こ と で 、 こ の 前 置 レ ン ズ 群 （ 前 置 光 学 部 材 ） ４ ５ の 接 着 剤 部 分 が 消 毒 ・ 洗 浄 の 薬 液
に 触 れ る の を 防 止 で き 、 ラ イ ト ガ イ ド ４ ２ Ｕ ， ４ ２ Ｄ の 先 端 樹 脂 部 の 保 護 だ け で な く 、 前
置 レ ン ズ ４ ４ 、 ラ イ ト ガ イ ド 保 護 板 ４ ３ Ｕ ， ４ ３ Ｄ の 取 付 け 等 に お い て 、 信 頼 性 を 大 幅 に
向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
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図 ７ に は 、 第 ２ 実 施 例 の 変 形 例 の 構 造 が 示 さ れ て い る 。 図 示 さ れ る よ う に 、 こ の 例 で は 、
撮 像 手 段 保 持 部 ４ ７ の 先 端 面 位 置 を ラ イ ト ガ イ ド ４ ２ Ｕ ， ４ ２ Ｄ の 先 端 面 位 置 よ り も 後 側
へ ず ら し 、 図 ６ の 前 置 レ ン ズ ４ ４ よ り も 少 し 厚 め の 前 置 レ ン ズ ４ ８ を 用 い た も の で あ る 。
こ れ に よ れ ば 、 前 置 レ ン ズ ４ ８ を 上 下 の ラ イ ト ガ イ ド ４ ２ Ｕ ， ４ ２ Ｄ の 間 に 嵌 め 込 む 形 に
な る の で 、 こ の 前 置 レ ン ズ ４ ８ 、 そ し て ラ イ ト ガ イ ド 保 護 板 ４ ３ Ｕ ， ４ ３ Ｄ の 位 置 決 め 及
び 取 付 け が 容 易 に な る と い う 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
上 記 の 各 実 施 例 で は 、 前 置 レ ン ズ ３ ８ ， ４ ４ ， ４ ８ を 平 凹 レ ン ズ と し て 説 明 し た が 、 こ の
前 置 レ ン ズ ３ ８ ， ４ ４ ， ４ ８ の 内 面 （ 平 面 ） 側 は 曲 率 半 径 の 大 き な 凹 面 で あ っ て も よ く 、
ま た ラ イ ト ガ イ ド 保 護 板 ４ ３ Ｕ ， ４ ３ Ｄ を 平 板 と し て 説 明 し た が 、 こ の 平 板 の 代 わ り に 曲
面 を 有 す る 照 明 用 レ ン ズ を 用 い る こ と が で き る 。
ま た 、 照 明 用 ラ イ ト ガ イ ド （ ３ ７ Ｕ ， ３ ７ Ｄ ， ４ ２ Ｕ ， ４ ２ Ｄ ） は 本 発 明 に よ る ラ イ ト ガ
イ ド ス ペ ー ス の 一 部 、 例 え ば 撮 像 手 段 保 持 部 ３ ６ ， ４ ７ と 外 装 材 の パ イ プ ３ ４ ， ４ １ の 間
に で き る 片 側 （ 上 又 は 下 ） の ス ペ ー ス の み に 実 装 し て も 、 本 発 明 の 範 囲 に 含 ま れ る こ と は
い う ま で も な い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 円 筒 状 外 装 体 に 内 接 す る 円 柱 体 に 、 左 右 一 対 の 撮
像 手 段 を 水 平 方 向 に 並 べ て 保 持 す る 孔 部 を 設 け る と 共 に 、 こ の 円 柱 体 の 上 下 部 を 切 り 落 と
し て 撮 像 手 段 保 持 部 を 形 成 し 、 こ の 撮 像 手 段 保 持 部 と 上 記 円 筒 状 外 装 体 と の 間 に 、 照 明 光
を 伝 達 す る ラ イ ト ガ イ ド を 装 着 し た の で 、 直 径 が 制 約 さ れ た 内 視 鏡 挿 入 部 の 中 に 左 右 の 一
対 の 撮 像 手 段 と ラ イ ト ガ イ ド を 効 率 よ く 配 置 す る こ と が で き 、 一 段 と 細 径 化 さ れ た 腹 腔 鏡
等 の 立 体 電 子 内 視 鏡 を 得 る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
請 求 項 ２ の 発 明 に よ れ ば 、 ラ イ ト ガ イ ド の 前 面 に 半 月 状 の ラ イ ト ガ イ ド 保 護 板 を 設 け た の
で 、 洗 浄 ・ 消 毒 等 の 薬 液 に よ る 劣 化 を 防 止 す る こ と が で き る 。
請 求 項 ３ の 発 明 に よ れ ば 、 撮 像 系 前 置 レ ン ズ と 上 記 ラ イ ト ガ イ ド 保 護 板 を 接 着 固 定 し て 円
板 状 前 置 光 学 部 材 を 形 成 し 、 こ の 前 置 光 学 部 材 の 周 縁 を 円 筒 状 外 装 体 先 端 で 機 械 的 に カ シ
メ 固 定 し た の で 、 こ の 前 置 光 学 部 材 と 円 筒 状 外 装 体 を 接 着 す る 接 着 剤 が 表 面 に 現 れ る の を
防 止 す る こ と が で き 、 洗 浄 ・ 消 毒 等 の 薬 液 に よ る 劣 化 の 少 な い 信 頼 性 の 高 い 立 体 電 子 内 視
鏡 装 置 を 得 る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
請 求 項 ４ の 発 明 に よ れ ば 、 撮 像 系 前 置 レ ン ズ と ラ イ ト ガ イ ド 保 護 板 と の 間 又 は 撮 像 系 前 置
レ ン ズ と ラ イ ト ガ イ ド と の 間 に 、 照 明 用 光 路 と 撮 像 用 光 路 を 分 離 す る た め の 遮 光 処 理 を 施
し た の で 、 細 径 化 に よ っ て 照 明 用 光 路 と 撮 像 用 光 路 が 近 接 す る 場 合 で も 、 照 明 光 が 撮 像 用
光 路 へ 回 り 込 ん で 影 響 を 与 え る こ と が 防 止 さ れ 、 良 好 な 立 体 画 像 を 得 る こ と が で き る と い
う 利 点 が あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に 係 る 立 体 電 子 内 視 鏡 装 置 の 挿 入 部 先 端 部 の 構 成 を 示 す 一 部
断 面 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 内 視 鏡 先 端 部 の 先 端 面 の 構 造 （ 前 置 レ ン ズ を 取 り 外 し た 状 態 ） を 示 す 図 で
あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 内 視 鏡 先 端 部 の 中 心 断 面 構 造 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 第 ２ 実 施 例 に 係 る 立 体 電 子 内 視 鏡 装 置 の 挿 入 部 先 端 部 の 構 成 を 示 す 一 部 断 面 斜 視
図 で あ る 。
【 図 ５ 】 第 ２ 実 施 例 の 前 置 レ ン ズ 群 （ 前 置 光 学 部 材 ） を 分 離 し た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る
。
【 図 ６ 】 図 ４ の 内 視 鏡 先 端 部 の 中 心 断 面 構 造 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 第 ２ 実 施 例 の 他 の 内 視 鏡 先 端 部 の 構 造 例 を 示 す 中 心 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 従 来 の 電 子 内 視 鏡 装 置 全 体 の 概 略 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
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【 図 ９ 】 従 来 の 立 体 電 子 内 視 鏡 装 置 で 考 え ら れ る 先 端 部 先 端 面 の 構 造 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ … ス コ ー プ 部 、 　 　 　 ２ … 光 源 部 、
３ … 信 号 処 理 部 、 　 　 　 ４ … 立 体 画 像 表 示 部 、
１ １ ， ３ ０ ， ４ ０ … 先 端 部 、
３ １ Ｒ ， ３ １ Ｌ … 対 物 光 学 系 、
３ ３ Ｒ ， ３ ３ Ｌ … Ｃ Ｃ Ｄ 、
３ ４ Ｒ ， ３ ４ Ｌ … 撮 像 手 段 、
３ ５ ， ４ １ … パ イ プ （ 円 筒 状 外 装 体 ） 、
３ ６ ， ４ ７ … 撮 像 手 段 保 持 部 、
３ ７ Ｕ ， ３ ７ Ｄ ， ４ ２ Ｕ ， ４ ２ Ｄ … ラ イ ト ガ イ ド 、
３ ８ ， ４ ４ ， ４ ８ … 前 置 レ ン ズ （ 撮 像 系 ） 、
４ ３ Ｕ ， ４ ３ Ｄ … ラ イ ト ガ イ ド 保 護 板 、
４ ５ … 前 置 レ ン ズ 群 （ 前 置 光 学 部 材 ） 。

10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

(8) JP 2004-16410 A 2004.1.22



【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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摘要(译)

要解决的问题：尽量减小内窥镜插入部分的直径，即使在减小直径时也
能获得令人满意的三维图像。解决方案：该内窥镜设备配备有一对左右
成像装置34R和34L，其包括物镜光学系统31R和31L以及CCD（电荷耦
合器件）33R和33L。在内包装管41内接的柱状体中，设置有用于保持沿
水平方向排列的成像装置34R和34L的孔36H，并且该柱状体的上部和下
部被切除以形成成像装置保持部36。将光导42U和42D安装在该成像装置
保持部分36和管41之间形成的上下空间中。在这些光导42U和42D的前
面，布置光导保护板43U和43D，这些光导保护板43U和43D与预透镜44
集成在一起，并且该集成部分用管41的远端部分41F填塞和固定。
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